
まだまだ暑い日が続いていますが、もう 9月。夏休みも終わり、学校では新学期がスタートしました。 

「はもりあ四日市」でも登録グループの皆さんによる市民企画講座「さんかくカレッジ２０１７」が 10 月

からスタートします。今月号から順次ご紹介をしていきますので乞うご期待！ぜひご参加ください。 
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「はもりあ」とは造語で、女性と男性の協

働という素敵な“ハーモニー”が奏でられる

“中核エリア”という意味です。 

２00６年 10 月に公募で決定した男女共同

参画センターの愛称です。 

 内閣府男女共同参画局では、平成 29年 3月に「男性の暮らし方の意識

の変革に関する専門調査会」から「様々な媒体を活用した広報の展開」や

「男性の家事・育児等への参加機会の創出」に取り組むよう提言されたこ

と等を受け、子育て世代の男性の家事・育児等への参画促進を進めていま

す。そのなかで今回は、男性の料理参画の促進を目的として、「おとう飯

（はん）始めよう」キャンペーンを実施しています。 

 総務省「社会生活基本調査（平成２３年）」

によると、６歳未満の子供を持つ夫の家事・

育児関連に費やす１日当たりの時間は１時間

７分で、他の先進諸国と比較すると低水準と

なっています。反対に、妻においては７時間

４１分で、他の先進諸国と比較すると高水準

となっています。このことから、日本では未

だ「男は外で働き、女は家庭を守る」という

『固定的役割分担意識』が根強く残っている

と言えます。 

 男性が家事・育児等へ参画することは、男性にとって多くのプラス面が挙げられます。 

家庭生活においては、夫婦間の満足度の向上や子どもへの好影響などにつながります。ま

た、職業生活においては仕事を進める上で求められる能力（段取り力、コミュニケーショ

ン力など）の向上や職務における視野を広げるなどにつながります。さらに、女性にとっ

ても、家事・育児等が軽減されることにより、仕事と家庭の両立がしやすくなり、あらゆ

る分野で活躍しやすくなります。 

 「男は外で働き、女は家庭を守る」という固定的役割分担意識にとらわれず、性別にか

かわりなく個性と能力を十分発揮できる男女共同参画社会の実現に向け、市でも様々

な取り組みを進めていきます。 

平成２９年版 「男女共同参画白書」より 

【内閣府キャンペーンロゴ】 



 

 

 

８月１７日に第１弾として【キラキラクラッシゼリーを作ろう】を開催しました。初めに、サイダーにシ

ロップで色をつけたゼリーとミルクゼリーの２種類を作り、ミルクゼリーの上に崩したサイダーゼリーをの

せて、フルーツや生クリームをトッピング、ボリュームもたっぷり、見た目も涼やかなゼリーができあがり

ました。アンケートでは「冷やしたゼリーをつぶすのが楽しかった」「混ぜたり、器に入れるのも楽しかっ 

たし、味もしゅわしゅわしていて美味しかった」と大好評でした。また、ちょこっとさんかく 

教室では、人形劇や絵本の読み聞かせを通して、様々な家族の形や、いろいろな考えや思いが 

あることをみんなで一緒に考えてみました。 

翌１８日には、第２弾として【ハッピーメガネでしあわせになろう】 

を開催し、前半では、虹の色や形についての実験をしながら、虹の世界について学び 

ました。後半はメガネを作り、色々な光の世界を体験しました。メガネをかけてのぞい 

た不思議な世界に、こどもたちは大興奮でした。ちょこっとさん 

かく教室では、科学者として研究に生涯を捧げ、女性で初となる 

ノーベル賞を受賞したキュリー夫人についてのお話をしていただきました。アンケート 

では、「光がキレイでテレビなどの仕組みがわかってよかった」「虹のことをいっぱい知 

れることができて楽しかった」と、うれしい声をたくさんいただきました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランスに取り組まれている企業が、ワーク・ライフ・バランスに関する情報や取り

組み上の課題を共有・交換し、また、専門家の助言を得ることで、さらに取り組みを 

推進できるよう、企業の方に集まっていただく会議を８月１８日に開催しました。 

昨年度から始めた事業で３回目の開催になりましたが、今回は昨年度に参加された 

企業のフォローアップも兼ねて、参加していただいた１３社のうち８社にお集まりい 

ただき、会議を開催しました。 

会議は、各社のこれまでの取り組みと、これから取り組みたいことを５分程度で 

発表いただいた後、質疑及び助言者からアドバイスをいただきました。また、助言者から全国で取り組ん

でいる企業の事例を紹介いただきました。 

この会議の良さをより多くの企業の皆様に知っていただくため、拡大公開版を秋頃に開催しようと、現

在企画しています。決まり次第お伝えしていきますので、関心のある企業はぜひともご参加ください。 

夏休みこどもさんかくカレッジ２０１７開催しました 

【虹実験の様子】 

【ゼリー作りの様子】 

 

 

 

 

     ８月１９日、２６日の２週連続で、男性向け料理教室「低栄養予防！介護食を作ろう！」を 

    開催しました。男性向け料理教室は、男性の家事・育児分野への参画を目的として行っており、 

    今回は、誰もが担う可能性がある「介護」の内容と絡めて実施しました。 

     当日は、「男女共同参画」や「高齢期の食事と栄養」についての勉強の後、 

    グループ内で役割を分担しながら実際に調理し、その味を確かめました。料理 

    をあまりしない方も複数見えましたが、栄養のある食事が簡単に作れることを 

    知った参加者から、「家でも作ってみたい」との感想をいただきました。 【講座の様子】 



▲▼▲相談員から▲▼▲ 
 相談の電話が鳴ります。「はい、はもりあ四日市相談室です」、ここから相談が始まります。 
「こんなことでも、いいですか」と話し始められる方が、多くいらっしゃいます。電話の向こうから発せら

れる女性たちの抱える問題は、個人の問題であると同時に、ここ四日市に生活する多くの女性たちに
共通する社会の課題として受け止めています。相談の電話をかけていただくのは、勇気がいることと思
いますが、ひとりで抱え込まず、一緒に考えさせてもらえたらと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２８年度の相談を、『声な
き声を聴く ２０１６年度（平成２８
年度）』にまとめました。         

          

平成 28年度は、3,752件の相談がありました。
暴力についての相談が最も多く、そのほとんどがＤ
Ｖ（夫やパートナー等からの暴力）で相談全体の
約60％を占めています。その次に多いのは、夫婦
関係（約 17％）で、離婚や別居についての相談が
多くなっています。 
詳細については、「はもりあ四日市」のホームペ

ージで、『声なき声を聴く 2016 年度（平成 28 年
度）』をご覧ください。 【相談主訴別割合】 

  

「あなたの思いは言葉にできていますか？」 

四日市市男女共同参画センターの講座（9 月開

講）には「女性のための自己尊重講座」がありま

す。 

自己尊重とは、どういうことなのでしょう。読ん

で字の如く、自己を尊重するということです。言

い換えるならば、自分の存在を認め、大切にする

ことです。皆さんは、他人の目が気になって自分

の考えをうまく伝えられず自分を抑えてしまう

こと、ありませんか？「自分の意見や気持ちを相

手に伝える」、これは簡単なようで、なかなか難

しいことです。自分の考えを伝えることで、わが

ままだと思われることもあるかもしれません。た

しかに一方的に伝えるだけでは、そのように思わ

れるかもしれません。“自分も相手も大切にして、

相手の考えに耳を傾け、自分の考えも伝える”そ

れができたらいいですね。そのためには、自分の

中にある強さも弱さもひっくるめて自分だと、自

分の存在を認め、自分を好きになることから始め

る。そして自分の気持ちを言葉にして相手に伝え

ること。それが自己を尊重するということではな

いでしょうか。そしてそれは、性別に関わらず、

お互いを尊重しつつ、その個性と能力を十分に発

揮できる「男女共同参画社会」の実現にも繋がっ

ていくことだと思います。 

 

 

今月のキーワード  じこそんちょう 

自己尊重 
  

 
 
 
 
 
 
 

今回は、私（４４歳男性）の子育て奮闘記です。 

Ｒ君とＫ君は５歳に、Ｓ君は９カ月になりました。 

先日、幼稚園のオープンデーに参加しました。オー

プンデーとは、登園から降園までずっと１日参観する

ことができる行事で、今回はＲ君のクラスを参観しま

した。（Ｋ君のクラスには別の日に妻が参観しました。）

今年度から、Ｒ君とＫ君は別々のクラスになり、一人

でもうまくやっているかなと少し心配をしていたので

すが、お友だちと衝突する場面はあったものの、仲良

く遊んでいたり、発言もできていたり、身の回りのこ

とや片付けもできていたり、先生との約束も守れてい

たりと、家にいる時よりもしっかりしているなぁと感

じることができ、安心しました。 

この日のオープンデーには、年中、年長の保護者の

方が自分を含めて７人来られていたのですが、なんと

月曜日にも関わらずその内の６人がお父さんでした。

育児に積極的に関わっているお父さんが増えてきてい

るのかなぁと感じた１日でもありました。 

【お父さんとの約束も守ってもらいたいと思っている担当:Ｙ】 
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このコーナーでは、はもりあ四日市のスタッフが、本を読んだ
り、映画を観たり、お話しを聞いたり、また、日々の生活の場面
で感じたことを綴っていきます。 もちろん、『男女共同参画』の
視点   を通してね。 

 



 

   

 
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
○●◎あとがき◎●○ 
 ９月と言えば、防災の日、敬老の日、秋分の日、秋のお彼岸、お月見などが連想されますが、今年のお月見（中

秋の名月）は、10 月 4 日だそうです。お彼岸にはお墓参りをし、お仏壇へのお供え物は、おはぎか彼岸団子にす

るか迷うところですが、このお彼岸で暑さとはバイバイしたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「はもりあフェスタ」を、平成 30 年 2 月 3 日（土）・

4 日（日）に開催することが決定しました。今年度は

例年の３日間ではなく、2 日間の開催になります。開

催期間は短くなりますが、内容はこれまで以上に充実

したものになるよう、登録グループとはもりあ職員で

構成されている「はもりあフェスタ企画運営委員会」

で企画を検討しています。 

 今のところ、チャレンジショップと１０以上のワー

クショップを開催することが決まっています。 

詳細等につきましては、決まり次第、この「はもり

あ」でお伝えしていきます。お楽しみに！ 

シニアサークル「男の囲炉裏端」の会 企画・運営 

 

 第２回  1１/２５(土) 

料理教室 
「大好き！じいのからあげ丼」 
講師 田中 宣子さん 

おいしいからあげ丼を作りま
しょう。じいの腕の見せ所！ 

 

第１回  1０/７(土) 

「じい！歌の出番だよ！ 
  ～楽器を一緒に作ろう」 
講師 市川 美智子さん 

ぜひお孫さんも一緒に参加して

下さい(年少～小学３年生程度) 

   

 

定年後の時間を孫育てに！！楽しい遊びや料理、絵本の読み聞かせなど孫育て 

の技を身に着けませんか？                         回連続講座 

 
第３回  1２/９(土) 

紙芝居と絵本の読み聞かせ
「今日はどんなお話かな？」 
講師 松岡 由香さん 

紙芝居や絵本の読み聞かせの
コツを学びましょう 

 
 
対象 市内に在住の 60 歳以上の男性で、全 3 回参加できる方   
場所 本町プラザ３階「はもりあ四日市」会議室・調理室   
時間 第１回、第３回は 10:00～12:00 第２回のみ９:３０～１２:３０ 
参加費 全３回通しで 1,000 円  定員 １２名(先着順) 
持ち物 第２回のみエプロン、三角巾、布巾、筆記用具、上履き(必要な方、スリッパはあります) 
その他 託児有(６カ月～小学３年生程度まで、無料ですが要事前申込み) 
申込み 講座名・参加者名・住所・電話番号・託児希望の場合は預ける子の名前と年齢を 

電話か FAX、またはＥメールで「はもりあ四日市」まで 
   

 


